新潟市共通スタートカリキュラムについて
1. ねらい
· 幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を踏まえた教育活動を実施することを通して，児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向かうことができるようにする。
· 幼児期からの一貫した取組により，子どものかかわる力を育てる。
＊　スタートカリキュラムとは 
小学校へ入学した子どもが，幼稚園・保育所・認定こども園などの遊びや生活を通した学びと育ちを基礎として，主体的に自己を発揮し，新しい学校生活を作り出していくためのカリキュラム。キーワードは「安心・成長・自立」　（参考：文部科学省「スタートカリキュラムスタートブック」）
2. 経験させたい重点内容と子どもの姿（新潟市共通接続期カリキュラム参照）
子どもの姿：学校に対する安心感をもち，先生や友達と仲良くする。
	経験してほしい重点内容
	具体的な子どもの姿

	互いの思いや考えを共有したり，折り合いを付けたりする。（３，４）
	・周りの大人，友達に興味をもち，関わろうとする。
・友達と同じ活動に参加し，一緒に楽しむ。
・学校生活に必要なきまりを理解し，その大切さに気付く。

	意思表示ができるとともに，言葉を通して思いを伝え，相手の言葉を理解する。（９）
	・分かったことや思ったことを言葉で伝える。
・興味関心をもって相手の話を聴く。


	成長を自覚し，自信をもって行動する。（２，５）
	・学校や地域の人に進んで挨拶をする。
・学ぶことについて意識があり，授業と休息等の区別がつく。
・自分が役に立つ喜びを感じ，役割を果たそうとする。


＊　カッコ内は幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿の項目からの新潟市の重点
　２.自立心　３.協同性　４.道徳性・規範意識の芽生え　５.社会生活との関わり　
９.言葉による伝え合い
3. 期間
入学からゴールデンウィーク前まで
4. 内容
（１）４つの「○○タイム」
1 ゆったりタイム：思い思いの時間を過ごす自由遊びの時間
· 視覚支援によって，子どもが主体的に朝の支度と自由遊びができるようにする。また，その時間をゆったり確保し，「できた」「安心」「楽しい」という思いをもって一日をスタートできるようにする。
· 子どもは，登校後，提出物を出す。机の引き出しに教科書等を入れる。ランドセルをロッカーに入れる。朝の支度を終えたら，自由遊びをして楽しむ。
· 担任は，教室で子どもを迎える。提出物を点検し，子どもの様子を見守る。自由遊びができるよう，必要なものや場を用意しておく。
2 なかよしタイム：安心感をもち，新しい人間関係を築いていく時間
· 集団遊びを行い，先生や友達と仲良くなる。話の聞き方や集団での過ごし方を，遊びを通して確認する。
· 子どもは，幼児期から親しんできた歌，ダンス，手遊び，ゲームなどで楽しむ。
· 教師は，内容ごとに交代でメインティーチャーを務める。サブティーチャーは子どもの様子を見取り，必要に応じて個別支援をする。
・学年全体で行うことで，子どもは，クラスが異なる友達とも一緒に遊ぶことができ，安心感をもつことができる。
・初めは学年全体で行うが，子どもの実態に合わせて徐々に学級を主体とする。
・学校の環境に合わせて，オープンスペースや前庭，体育館等での遊びも行い，休み時間に円滑に遊べることを目指して支援する。
・体を動かす活動で大いに発散させた後，読み聞かせといった静の活動を行うことで，落ち着いて学習に取り組むことができる。
3 わくわくタイム：幼児期に身に付けた力を発揮できる「学校探検」を中心にした生活科の時間
· 子どもの気付きを大切にすることで，主体的に学ぶ楽しさを味わわせる。
· 子どもは，自分が行きたい所に，一人であるいは同じ思いや願いをもつ友達と行き，気付いたことを交流し合う。
· 教師は，子どもの思いや願いを大切にし，子どもが自分で決めた場所を探検できるようにする。また，試行錯誤ができるよう，準備し過ぎないようにする。
・学校探検の趣旨を全職員が理解し，協力できる体制をつくる。
・事前に安全指導をしておく。
4 ぐんぐんタイム：生活科を中核として合科的・関連的に学習する教科等の時間
· 生活科を中核にして合科的・関連的に学習することで，主体的な学び手を育てる。
· 子どもは，これまでの学びとつなげて新たな課題に取り組む。
· 教師は，生活科の学習を教科等の学習へつなげることができるよう，カリキュラムを編成する。生活科と関連した学習も取り入れながら徐々に教科学習に移行する。
・教師は，単元題材一覧表等で関連のある内容を把握しておく。
· 遊び中心＆総合的な学びから細分化された教科等での学びへと段階的に移行する。
	
	4月 1週～2週
	3週～4週
	5月以降

	始業前
	ゆったりタイム（5月以降は実情に応じて）

	朝学習の時間等
	
	なかよしタイム
	時間割通り

	1時間目
	なかよしタイム
	わくわくタイム
	

	2時間目
	わくわくタイム
	ぐんぐんタイム
	

	3時間目
	ぐんぐんタイム
	
	

	4時間目
	
	
	

	5時間目
	
	
	


· 子どもの実態に合わせて，柔軟に対応する。ゴールデンウィーク後や夏休み後等，子どもが学習に向かいにくいときに，なかよしタイムをすることも有効。
（２）子どもの学びを支援する環境構成
①　写真や図，絵を使った視覚支援（ユニバーサルデザイン）
· 文字が読めない子どもに，引き出しの使い方など基本的な行動様式を写真等で示す。
· 子どもは，写真等を頼りに自分のことを自分ですることで，自分でできた喜びを感じる。
■朝の支度の手順
（例：ランドセル→連絡帳・宿題→教科書など→トイレ・水飲み→お絵かき・本読み）
■下駄箱，ロッカー，雨具かけ，机の脇，引き出し，給食の準備など
■姿勢，声のものさし，机上の物の置き方，トイレの使い方等
②　遊びコーナーの設置
· 教室やオープンスペース等，子どもが利用しやすい場所に，幼・保で慣れた遊びができるように遊び道具等を置く。
■お座りコーナー：マットや畳等を敷き，座卓を置き，折り紙や読書ができる。
■遊びコーナー：こまやけん玉等の昔遊び，積み木，色板，パズル，かるた，長縄，短縄，等
（３）異学年交流
○　一緒に遊んだり教えたりしてもらう。必要以上に手伝わないように事前指導しておく。1年生のためにできることを考えて実行することで，上学年が自分の成長や自己有用感を感じる機会にもなる。
○　園では異学年交流が多い。学校でも同じように異学年交流を行うことで，子どもは安全に，安心して活動することができ，学校生活の楽しさを感じるようになる。
　　■６年生・・・始業前の「ゆったりタイム」に朝の支度の手伝い，トイレに連れて行く，一緒に遊ぶ。休み時間の遊び
　　■2年生・・・朝学習の時間に行う「ゆったりタイム」で一緒に遊ぶ，給食補助，図書館の使い方。
　　■特別支援学級・・・学校探検で教室を訪問した際，支援学級担任が学級について説明する。
　　■登校班・・・1年生が慣れるまで，班長が靴箱や傘立ての使い方を教える。教室まで連れて行く。
　　■縦割り班・・・1年生に掃除の仕方を見せたり，教えたりする。
・上記以外の学年は，学校探検の際に可能であれば交流する。
（４）級外職員による支援
　　○　園では複数の職員が教室にいて，頻繁に子どもの話を聞いたり声を掛けたりすることが多い。子どもに安心感をもたせたり，個別の対応ができるようにしたりするため，学校でも複数の職員で子どもを見取り，支援する。
■ゆったりタイムやなかよしタイムの補助，給食，休み時間の見守り，下校指導，登校時の玄関での見守り。
（５）地域・保護者ボランティアによる支援
○　子どもの求めに応じて，自分でやり遂げられるよう支援する。
○　教師は，事前に趣旨をボランティアに説明する。
　　■給食，下校
· 前年度の新入学保護者説明会で説明し，理解と協力をお願いしておく。ボランティアは自分の子どもの世話だけをするのではないこと，互恵性があることなど趣旨を伝えることで，今後ボランティアとして協力しようとする意識を高めるようにする。ボランティア依頼文書も配付する。
5. カリキュラムの作成手順・留意点
1 単元配列表を作成する。
・全ての単元，行事を配列し，俯瞰することができるものを用意する。
・主体的に自己を発揮しながらより自覚的な学びに向かうことが可能になるよう，生活科を中心とした合科的・関連的な指導の工夫を行う。
・集中できる時間が短いという発達上の特性に合わせ，文字を書く，新しいことを覚えるといった学習には，短時間学習を導入する。逆に，時間をたっぷり取り遊びから学んできた経験を生かせるよう，制作や遊び等の場合は2時間続きにするなど，弾力的に学習の時間を設定する。
2 週案を作成する。
・４つの○○タイムを配列する。
・行事を入れる。
・関連的に学べるよう，教科領域の学習内容を配列する。動と静の活動を組み合わせる。
6. カリキュラム実施上の留意点
1 新潟市共通アプローチカリキュラムで「かかわる力」に重点が置かれていることを踏まえ，友達といっしょに何をするかを決めていくこと（自立心），考えること（なぜそうするかを考える），協働すること(グループやクラスの活動での話合い)を重視する。
2 幼児期の学びを大事にし，「園のときはどうだった？」と尋ねて経験を表出させ，学校での諸活動とつなぐ。「どうしたいの？」「この後どうするの？」等と尋ねて，自己を発揮できるようにする。
3 年度始めにスタートカリキュラムについて職員に説明し，職員間の連携を図る。
4 1月から3月にかけて，次年度のスタートカリキュラムの改善を図る。
5 幼・保・小の職員間や児童間の連携の充実を図る。互恵性を大切に,連携のあり方を考えていく。
6 スタートカリキュラム終了後も，幼児期の学びを活かした学習を展開できるよう，生活科を中核とした合科的・関連的な指導を行う。
7. 参考資料
· 「スタートカリキュラム　スタートブック」文部科学省
· 「小学校学習指導要領（平成29年度告示）解説　総則編」文部科学省　東洋館
· 「新潟市共通接続期カリキュラム」新潟市一貫教育推進協議会
· 「平成29年度 スタートカリキュラム公開授業『学びに向かう力』を育てるスタートカリキュラム　資料」横浜市立鶴見小学校
· 「学びに向かって突き進む1年生を育てる」松村英治 著　東洋館
· 「吉田町幼児教育カリキュラム」
· 「浦安市アプローチカリキュラム　スタートカリキュラム」
· 「横浜版接続期カリキュラム　平成29年度版　育ちと学びをつなぐ」横浜市こども青少年局　横浜市教育委員会
· 「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム　スタートカリキュラム導入・実践の手引き」文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター編著
